
News letter
2018年4月～10月 男女共同参画推進室

ランチ会を開催しました

4月

メンター

法学研究科

長塚 真琴 教授

キャンパスに活気あふれる季節。
2018年度第1回目のランチ会は、法学研究科の長塚真琴
教授を囲んで「はじめまして！」の挨拶からスタートしました。
新入生や初参加の人も緊張無用の和やかな雰囲気の中、
本学の男女共同参画の推進状況や、先生ご自身の育児期
の乗り切り方などをお話しいただきました。参加者からは「男女
共同参画が身近に感じられた」という嬉しい感想をいただきま
した。

５月

メンター

丹羽 宣子 氏

「研究と育児 両立のためのマイルール
ありますか？」をテーマに、本学卒業生の若手研究者である
丹羽宣子氏をメンターにお迎えしました。丹羽氏ご自身が院
生時代に出産・育児をされたご経験から、博士号授与式に
お子様と一緒に出席されたエピソードのほか、苦労や悩み、そ
の打開策などを中心にお話していただきました。研究者・学
生・事務職員の垣根を越えて、研究(仕事)と育児の両立に
ついて話し合うことができた会となりました。

７月 10月

男女共同参画推進室では、1年に6回程度、教職員、学生の皆
さんが自由に参加できるメンタリングランチ会を開催しています。今
回は「ランチ会ってどんなことをしているの？」という疑問にお答えし
て、2018年度秋までに開催したランチ会についてご紹介します。

國學院大學研究開発推進機構

PD研究員

メンター

社会学研究科

足羽 與志子 教授

「みんなで考えよう！家族を作る
経験 ～研究・教育・仕事にどう生きるのか、生かすのか～」
をテーマに、社会学研究科の足羽與志子教授をメンターにお
迎えしました。家族の形、そして家族で抱えている問題は人そ
れぞれ。参加者の語りに対する足羽先生の豊富なご経験か
らのアドバイスは非常にあたたかく、優しさとパワーを与えてくだ
さるものでした。参加者からは「ぜひ第2回の開催を！」との声
が寄せられた会となりました。

話題提供者

根本 雅也 氏

「男性研究者のライフイベントと
キャリアプラン ～「未来につながる仕事」と「目の前の家
事・育児」みんなバランスどうしてる？～」をテーマに、本学卒
業生の若手研究者である根本雅也氏をお迎えしました。0歳
児育児をしながら今年夏に著書を上梓されたエピソードには、
院生からも活発に質問や意見が飛び交い、時間の捻出方法
やストレスコントロール、家族との係り方など、若手研究者のリ
アルな日常を知る大変貴重な機会となりました。

立命館大学衣笠総合研究機構プロ

ジェクト研究員、JSPS特別研究員

次回は・・・ 『介護』をテーマに12月実施予定です。お楽しみに！



平成30年度後期 研究支援員制度がスタート

一橋大学では、出産、育児、介護、看病等により十分な研究時間を確保できない研究者を支援するた
め、『研究支援員』(本学大学院生等)を配置する制度を実施しています。平成30年度後期(9月～3
月)は男性4名、女性4名、合計8名の研究者の制度利用が決定致しました。前期の利用者からは「作
業の効率化だけでなく精神面における負担の軽減にもつながった」「家族との時間を以前より多く持つことが
できるようになった」などの声が寄せられています。次回(平成31年度前期)の募集は、2019年2月頃(予
定)です。事前相談も承りますので、ご検討中の方は男女共同参画推進室までお問い合わせください。

平成31年度 根岸病院事

業所内保育所（ねぎし

保育園）利用者募集を

開始しました

アカデミックキャリア講習会

今年度も開催決定！

国立キャンパスの近隣にある根岸病院の事業所内保育所
であるねぎし保育園と本学において、子どもを優先的に預
け入れることのできる教職員枠を設ける協定を締結し、平
成29年4月よりねぎし保育園の利用を開始致しました。平
成31年4月入園の申込を以下の通り受付けますので、入
園を希望される方は総務部人事課労務係まで申請書類
を提出してください。(詳細はHWPをご覧ください)

男女共同参画推進室では、おむつ交
換台、ベビーチェア、ポット(70℃設定
可)、冷蔵庫、電子レンジ、授乳・休憩
用のソファーセット、絵本等、お子様のた
めの設備をご用意して育児中の皆様の
支援を行っています。どうぞお気軽にご
利用ください。

博士課程修了後のキャリア構築
のため、「大学で教えること」につい
て実践的に学ぶ機会です。大学
院生、ポスドクの皆さん、ぜひふ
るってご参加ください。

氏名、所属を記載の上、男女共同参画推進室メールアドレス

(gen-fr.g@dm.hit-u.ac.jp)までお申込みください。

◆大学で教えるということ
―多様な私たちの学びの場に向けて―
「大学における多様性を考える

PART3:障害学生支援について考える」

日時: 2019年1月25日(金) 13:30～17:00
場所: マーキュリータワー3406教室
講師:
佐々木銀河 先生
筑波大学ダイバーシティ・アクセシビリティ・キャリアセンター 准教授
村田淳 先生
京都大学学生総合支援センター障害学生支援ルーム 准教授
柘植道子 先生
一橋大学障害学生支援室・学生相談室 特任准教授

お申込み・お問合せ：

Tel： 042-580-8730
Mail： gen-fr.g@dm.hit-u.ac.jp
http://www.sankaku.ad.hit-u.ac.jp/

国立西キャンパス 第2研究館 7階 710号室

開室時間 平日9:30～16:30

一橋大学 男女共同参画推進室

一橋大学大学院社会学研究科ティーチングフェロー・トレーニング
コース／男女共同参画推進本部

１. 募集人数
計5名（0歳児1名、1歳児 3名、2歳児 1名）
※全体の定員7名(0歳児 1名、1歳児 3名、2歳児 3名)

2. 利用対象者
一橋大学に在職する教職員(常勤)であって、かつ、配偶者
が就労・就学中である等、市区町村に「保育の必要性」が
認定される見込みの者。
３. 申込期間
平成30年11月1日～11月30日
（2019年4月～5月入園）
※2019年6月以降の入園は、
定員に空きがある場合又は
空きが生じた場合に募集を行う。
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